
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
５
月
10
日
、
富
山
教
区
の
住
職
が
富
山
県

内
発
行
の
地
方
新
聞
記
事
に
所
属
寺
院
の
過
去
帳
の
写
真
を
開
示
す
る

と
い
う
事
案
が
惹
起
い
た
し
ま
し
た
。
本
件
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の

中
で
過
去
帳
が
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
身
元
調
査
に
利
用
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
考
え
る
と
差
別
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
重
大
な
責
任
を
伴

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
富
山
教
区
実
践
運
動
委
員
会
に
お
い
て
は
、
宗
派
社
会
部
人

権
問
題
担
当
及
び
部
落
解
放
同
盟
北
陸
事
務
所
と
も
連
携
し
対
応
を
進

め
、
教
区
に
お
け
る
「
過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す
る
帳
簿
の
取
扱
基
準
」

の
周
知
徹
底
と
人
権
問
題
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
徹
底
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
第
１
回
「
御

同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、

高
岡
教
区
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
具
申
で
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
富
山
教

区
１
教
区
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
宗
門
全
体
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

宗
門
で
は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
の
安
芸
教
区
「
過
去
帳
又
は

こ
れ
に
類
す
る
帳
簿
の
開
示
問
題
」
以
降
、
得
度
習
礼
、
教
師
教
修
や

各
組
に
お
け
る
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）
人
権

啓
発
推
進
僧
侶
研
修
会
」
に
お
い
て
、
過
去
帳
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

の
周
知
と
研
修
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
最
中
、
今
回
の
過
去
帳
の
開
示
が
起
こ
っ
た

こ
と
を
私
た
ち
は
重
く
受
け
と
め
、
住
職
を
は
じ
め
寺
院
関
係
者
と
し

て
、
過
去
帳
等
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
一
度
「
過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す
る
帳
簿
の
取

扱
基
準
」
並
び
に
「
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
各
住

職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
過
去
帳
等
の
取
扱
基
準
の
順
守
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
徹
底
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
11
月

	

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　

社
会
部
〈
人
権
問
題
担
当
〉

＊「
過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す
る
帳
簿
の
取
扱
基
準
」「
過
去
帳
又

は
こ
れ
に
類
す
る
帳
簿
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
は
宗
派
公
式 

Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

印
刷
物
が
必
要
な
場
合
は
、
社
会
部
〈
人
権
問
題
担
当
〉
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す
る
帳
簿
の
取
扱
基
準
」
の

徹
底
に
つ
い
て
の
お
願
い
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